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平成 29 年 2 月 4 日に桐蔭横浜大学におい
て開催されたスポーツサポートセンター主催
の特別講習会に参加した高校男子剣道部員










































































































































































7） 高校剣道部は 16:30 〜 18:00，大学剣道部













＊ Q3 は高校生のみ，Q4 は大学生のみ
質問をおこなった。
10） 本論に関するアンケート調査をおこなった































育 51 巻 p.725–726，社団法人日本化学会，
2003．
永澤明：『埼玉大学における高大連携教育』，
化学と教育 51 巻，p.731–733，社団法人日
本化学会，2003．
関秀廣 他：『新たな高大連携教育を目指した
入学前交流講座』，工学教育 50 巻，p.16–
19，日本工学教育協会，2002．
内田尚志：『実験・体験講座を中心とした高
大連携教育の実践例──想像力と創造力を
どう引き出すか？──』，平成 23 年度工学
教育研究講演会講演論文集，p.180–181，
公益社団法人日本工学教育協会，2011．
鵜川昇：『わが人生』，文芸社，2008．
学校法人桐蔭学園：『創立 50 周年記念誌』，
学校法人桐蔭学園，2014．
